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1 決算の概要 

 

 

事業全体 

 経常収益    ２１２，９５９，１９５円（前年度比 ＋２，０６７千円） 

 経常費用    ２１５，４２７，２６８円（前年度比 △１，６３８千円） 

 経常外収益       ２５４，５００円 

 経常外費用     ２，６８８，０７３円 

 正味財産増減   △４，９０１，６４６円 

 

 正味財産期末残高 ２８，６８０，０３８円 

 

 令和７年度は利用者数増加に伴う利用料収入増加により、経常収益は約２，０００千円増

加した。 

 経常費用については、常勤職員を被保険者とする傷害保険の解約（年間約８００千円）、 

リース物件の再リース契約等により、約１，６００千円圧縮したが、令和６年度分の精算に

より、多賀城市へ２，６８８千円返還したことから、最終的な正味財産額は約４，９００千

円減少の２８，６８０千円となった。 

 また、経常収支においても恒常的な赤字体質にあり、令和３年度から令和７年度までの第

５期指定管理期間の正味財産減少額の総額は、約１８，５００千円となった。 

  

 多賀城市との基本協定締結により、第５期の指定管理委託料総額５８７，５００千円から 

第６期は１５７，５３０千円の増額が認められ、総額７４５，０３０千円となったことから、

恒常的な赤字体質は改善されるものである。 

しかしながら、燃料費（重油価格）の急激な高騰や物価高が続くものと推測されることか

ら、更なる諸経費の削減が必要である。 
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概 況 

令和７年度の指定管理対象施設全体の利用者数は、１７９，１４８人となり、前年度比 

２，２０９人（１．２％）の微増となった。 

 しかしながらピーク時の平成２９年度と比較すると、△５９，２５０人（約７５％）にと 

どまっている。 

 要因は、令和２年から３年以上に及ぶ新型コロナウィルス感染症拡大による利用制限に

よって半減した利用者数が、特に団体競技活動の制限に伴い、スポーツ離れに繋がったと推 

測される。 

また、多賀城市の人口が横這い状況の中、少子高齢化は加速しており、スポーツ人口の 

減少に繋がっているほか、猛暑期間が長期化していることが要因と考えられる。 

 

 

 

 

総合体育館 

令和７年度の利用者数は９５，１９１人、前年度比５，１２２人（５．７％）増加したが、 

うちトレーニング室利用者は、前年度比△３８人（０．２％）の減少となった。 

主な要因は、令和６年度から塩釜ガス体育館メインアリーナが修繕工事のため長期休館

となっており、卓球利用者やトレーニング室利用者が当体育館を利用した影響が考えられ

る。 

トレーニング室においては、平成３１年度まで利用制限を３０名としていたものを、コロ

ナ禍を経て現在は２０名までとしていることや、近隣エリアに最新の設備を有するスポー

ツジムが乱立していることで、ピーク時の平成３０年度の６０％程度で推移している。 

施設利用者数 （単位：人）

年度 体育館 プール ﾃﾆｽｺｰﾄ
多賀城公園

野球場
中央公園
多目的

ｻｯｶｰ場 合　計

R3 70,275 18,882 26,381 7,543 12,673 4,635 140,389

R4 73,488 27,905 25,192 6,252 12,584 4,640 150,061

R5 85,885 31,394 25,805 6,829 12,169 5,323 167,405

R6 90,069 32,542 27,860 6,033 13,494 6,941 176,939

R7 95,191 32,376 25,619 5,614 13,714 6,634 179,148

2 施設利用者数 
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市民プール 

令和７年度の利用者数は３２，３７６人となり、前年度比１６６人（０．５％）減少した。 

令和２年度にプール天井補修工事と新型コロナウィルス感染症の影響で１年間休館し、

利用者はゼロであったが、スクール事業を再開した令和３年度以降、徐々に回復傾向にある

が、老朽化が激しく、ピーク時の平成３０年度と比較すると７３％にとどまっている。 

 

市民テニスコート 

令和７年度の利用者数は２５，６１９人となり、前年度比２，２４１人（８．０％）減少

した。 

一部の事業（ナイターテニス短期教室）についてＳＴＥＰを活用したことや、仙台新港 

に仙台市の指定管理施設のテニスコート８面がオープンしたことが利用者減少に繋がって 

いる。 

多賀城公園野球場 

 令和７年度の利用者数は５，６１４人となり、前年度比４１９人（６．９％）減少したが、

利用件数は前年度比４件増加しており、１チーム当たりのメンバー数減少が要因となって

いる。 

  

中央公園 

〔サッカー場〕 

 令和７年度の利用者数は６，６３４人となり、前年度比△３０７人（４．４％）減少した

が、少子化によるサッカー競技人口の減少が要因である。 

 

〔多目的グラウンドＡ・Ｂ〕 

 令和７年度の利用者数は１３，７１４人となり、前年度比２２０人（１．６％）増加した。 

 A グランドは野球、B グランドは少年野球、ソフトボールの利用が中心であるが、外野フ

ェンスの無い球場のため、主に練習会場としての利用が中心であり、競技人口の減少から、

ピーク時である平成２９年度の５０％に満たない状況が続いている。 
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 令和７年度における利用料収入は、利用者数の増加に伴い、約２，５００千円増加した。 

 うちテニスコート利用料収入が約１，０００千円増加したが、令和８年４月からの利用料 

金値上げを見越して３月に回数券購入をした利用者が多数あり、一時的に増加したもので

あるため、４月以降は購入済回数券を使用することとなり、収入は減少する。 

 

 令和８年４月からの利用料金改正の影響については、無料化される１８歳以下の市内在

住者及び５０％減免となる６５歳以上の市内在住者の利用者数は増加するものの、値上が

りする市外在住者の利用者数は減少することが予想される。 

 月別の利用料収入を前年度と比較し、料金改正の影響を注視していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設別利用料収入 （単位：円）

年度 体育館 プール ﾃﾆｽｺｰﾄ
多賀城公園

野球場
中央公園
多目的

ｻｯｶｰ場 合　計

R3 12,401,345 5,878,475 6,541,225 1,659,300 571,575 170,300 27,222,220

R4 13,140,201 8,168,800 6,209,700 1,441,200 506,725 191,750 29,658,376

R5 14,485,530 8,744,150 6,199,025 1,608,700 557,925 208,650 31,803,980

R6 14,780,995 9,401,400 6,867,775 1,535,300 554,550 281,775 33,421,795

R7 16,151,975 9,562,295 7,818,175 1,667,000 602,975 194,675 35,997,095

3 利用料収入 
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概 況  

 設備・機器の保守点検業務は、電気・設備機械・清掃・消防設備等業務を細分し、それぞ

れ専門の事業者への再委託により実施した。 

 クラブ職員のチェックリストに基づく施設点検、委託業者による定期的、専門的な点検を

組み合わせ、不備、不具合箇所を早期に発見し対応しているが、施設の老朽化に起因する修

繕が相次いでいる。 

 

備品購入 

総合体育館   バレーボールネット、ラミネーター、マイクスタンド、エンジンブロワー他 

多賀城市市民プール ファンヒータ３台、アクアスイーパー 

多賀城市市民テニスコート 全天候型硬式テニスネット、コートブラシ 

多賀城公園野球場 散水用ホース 

中央公園多目的グラウンド ラインカー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 施設維持管理の実績報告 
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修繕等                                    

（単位：円） 

施設名 修繕内容 金 額 

総
合
体
育
館 

集会室 回転窓修繕 49,500 

第二用具庫 天井裏汚水配管修繕 54,670 

屋内消火栓 ホース内パッキン修繕 66,000 

談話室 煙感知器修繕 68,200 

卓球台 脚部全般修繕 91,520 

２階東側女子トイレ 壁タイル部分補修 199,320 

パルス検出器 更新 509,300 

その他 258,045 

小 計 1,296,555 

市
民
プ
ー
ル 

ろ過器薬品洗浄 99,000 

男子トイレウォシュレット修繕 99,000 

プール内シャワー水栓修繕 122,760 

探傷検査及び修繕 266,200 

ろ過器配管修繕 294,800 

その他 435,084 

小 計 1,316,844 

市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

駐車場 自転車マーク・白線塗装 6,135 

クラブハウス ハンガードア修繕 68,860 

男性更衣室内洗面台 排水管不具合修繕 121,880 

小 計 196,875 

多
賀
城
公
園 

野
球
場 

ラインカー ハンドル修繕 7,480 

三塁側ベンチ内 コンセント修繕 30,800 

小 計 38,280 

中
央
公
園 

スポーツトラクター 燃料系統分解点検 52,800 

小 計 52,800 

 合 計 2,901,354 
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再委託業務 

 施設、設備の安全な利用を確保するとともに施設利用の延伸を図るため、維持管理業務等に 

ついて以下のとおり再委託した。 

施 設 名 業務名 業務の内容 再委託先 

総合体育館 

自家用電気工作物等 

管理業務 

自家用電気工作物の点検 

非常用発電装置の点検等 
（一財）東北電気保安協会 

機械警備業務 
利用時間外の施設の機械警備 

警報発報後の待機警備員による対応 
セコム（株） 

機械設備等保守点検業務 
冷温水発生器、空調機、送風機、冷却塔

の保守点検 

(株）シー・エス・ビルサー

ビス 

清掃業務 日常清掃、定期清掃、各室ごみの収集 
（株）ダストコントロール

アズミ 

消防用設備保守点検業務 消防用設備等の定期点検 東陽防災設備（株） 

トレーニング室及び健康・

スポーツ相談室指導業務 

トレーニング室利用者の指導及び体組

成計測定結果による評価・相談・指導等 
（株）active body 

市民プール 

自家用電気工作物等 

管理業務 

自家用電気工作物の点検 

非常用発電装置の点検等 
（一財）東北電気保安協会 

機械警備業務 
利用時間外の施設の機械警備 

警報発報後の待機警備員による対応 
セコム（株） 

機械設備等保守点検業務 
温水ヒーター、熱交換器、ろ過機、送風

機等の保守点検 
同和興業（株） 

清掃業務 日常清掃、定期清掃、各室ごみの収集 
（株）ダストコントロール

アズミ 

消防用設備保守点検業務 消防用設備等の定期点検 東陽防災設備（株） 

プール管理監視業務 プール内監視、受付、機器等運転監視 セントラルスポーツ（株） 

市民テニス  

コート 
機械警備業務 

利用時間外の施設の機械警備、警報発報

後の待機警備員による対応 
セコム（株） 

多賀城公園 

野球場 
野球場管理業務 

球場内の巡回、施設点検、除草、清掃施

設の開錠、施錠、グラウンド整地 

関内孝一他１名 

 

中央公園 公園管理業務 

中央公園の巡回、施設点検、除草 

総合体育館弓道場及び的場公園の除草、

テニスコート周辺の除草 

堀籠英明 
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施設の修繕等対応 

総合体育館老朽化に伴うトイレ排管一部改修工事が完了し、長年使用不可としていたト

イレは全て使用可能となった。 

しかしながら、未改修のトイレ排管の詰まりや汚水漏れ発生により、一時使用不能とな

ったほか、トイレ壁面のタイル落下による修繕等、経年劣化が加速しており、施設管理グル

ープ職員による日常の点検を細部にわたり実施することで、修繕必要箇所の発見に努めて

いる。 

また、パルス検出器の更新によりデマンド管理が正常に機能するようになり、適正な電気

使用量となるよう努めた。 

 

施設・設備の老朽化対策 

総合体育館は建築から４６年、市民プールは４３年が経過しており、老朽化に伴う経年劣

化により修繕必要箇所が増大している。 

事故防止の観点からも日々の施設管理の徹底を図るが、修繕及び更新については、利用者

の安全に配慮しながら、移転建替を前提とした費用対効果も考慮し実施する。 

 

利用環境の向上 

総合体育館においては、多賀城弓道会の協力を得て、固くなった安土の整備を実施した。 

また、植え込み剪定や管理施設の定期的な除草作業実施により、環境整備に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 体育施設の管理運営に関する実績報告 
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維持管理の徹底 

多賀城公園野球場・中央公園多目的グラウンド及び中央公園有料サッカー場において、

老朽化した備品を逐次更新して、利用者が使いやすい環境を整えた。 

また管理面では、トイレ等の定期清掃を実施し、快適な衛生環境の保持、整備に努めた。 

  グラウンドの管理については、専門業者による薬剤散布及び、定期的にスポーツトラク

ターで整地作業、小石の除去及びマウンドの盛り土の管理など利用者目線に立った適切な

管理を行った。            

 

施設管理 

 多賀城公園野球場の管理については、施設の鍵の開閉、巡回、清掃、除草、利用者への使

用上の注意事項の伝達等を野球経験者との業務委託契約により実施している他、毎週１回

グランド整備を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 有料公園施設の管理運営に関する実績報告 
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概況 

 令和７年度は、多賀城市民スポーツ大会をはじめ、全１９事業を実施し、延べ１９０回の 

参加機会を提供し、延べ５，３１３人の参加があった。 

 

どろんこラグビー 

 令和７年６月２８日（土）、多賀城南門西側の文化財用地を会場に開催した。 

新規事業として、多賀城市の特徴的な景観と土地を活かし、年齢、性別、世代を超えた地域

住民の交流と活性、田んぼでの活動を通して農業に関心を持ち自然の恵みを実感してもら 

うことを目的とし、老若男女関係なく参加し、盛会に終了することができた。継続的な開催 

については、多賀城市の支援が不可欠となるため、生涯学習課と調整を図りながら進めてい 

きたい。 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツフェスティバル（体育館・市民プール） 

令和７年１０月１３日（月・祝）、スポーツの日に総合体育館で施設の無料開放、イベン

トへの参加を通じ、スポーツ活動に取組むきっかけづくりや施設の利用促進を図ること 

を目的とし、e スポーツ体験、体力測定のほか、地元コーヒー店のパン販売、うらまさ農 

園の野菜販売など、体育館に馴染みのない方でも足を運びやすいプログラムを提供した。 

 令和８年２月１日（日）、市民プールで施設の無料開放のほか、ロビーで見学をしてい 

る方向けにお楽しみコーナーを設置し、ご家族で楽しむ姿がみられた。インフルエンザの 

流行が重なり、昨年の参加者数には届かなかったが、施設利用者が減少する冬期間に開催 

することで、利用者増につなげていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

７ 社会体育事業の総合自己評価報告 
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トライ！スポーツアー「フェンシング・サップヨガ」 

 令和８年３月１４日（土）小学生以上を対象に、東北文化学園大学フェンシング部の協

力をいただき、フェンシング体験会を開催した。大学生のほか宮城野区にあるアミューズ

メント施設で開講しているスクール生のデモンストレーションや実際の判定服を着用し、

本物の審判器を使用し攻撃を判定するなど、実際の競技さながらの経験ができ、新たなス

ポーツへの興味や挑戦する場の提供ができた。 

 令和８年３月７日（土）、２０日（金・祝）、２１日（土）の全３回、大人を対象にサッ

プヨガを開催した。コース幅に対するサップのサイズや安全管理上、大人数を受付けるこ

とはできなかったが、働く世代の参加が多かったことは事業計画として大きな収穫だっ 

た。 
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社会体育事業の実施概況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間 曜日 回数

1 大人の朝活（ヨガ） 18歳以上 総合体育館 4月～3月 日 12 233

2 海の安全教室 小学生以上 プール 7/13 日 1 35 講師　海上保安部

3 ウォーキングサッカー体験会 5歳以上 ＳＴＥＰ 8/30 土 1 25 夜間開催

4 元気隊
小学生
中学生

STEP
総合体育館

①5/11
②10/23、30、

11/6

①日
②木

4 65

①走り方　小1～3年生　延27人
　　　　　　　小4～6年生　延15人
　 ピラティス　中学生　　延8人
②10/23ﾀｰｹﾞｯﾄﾎﾞｰﾄﾞｺﾞﾙﾌ　延3人
　 10/30ﾀｸﾞﾋﾞｰ　延5人
　 11/6ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ　延7人

5 どろんこラグビー 小学生以上 南門西側水田 6/28 土 1 107
ﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰの部 8チーム 49人
ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝの部 8チーム 58人

7/15、17 火・木 （2） （64） 練習

7/20 日 1 108 16チーム

7
多賀城市民スポーツ大会
なわとび大会

小学生 総合体育館 8/3 日 1 81
低学年7ﾁｰﾑ
中学年5ﾁｰﾑ
高学年8ﾁｰﾑ

8
多賀城市民スポーツ大会
グラウンド・ゴルフ大会

小学生以上 中央公園 9/21 日 1 181 27チーム

10/25、26 土・日 （2） （27） 練習

10/26 日 0 0
雨天中止
申込13チーム

10 友好都市スポーツ交流
多賀城市と

天童市
天童市 10/13 日 1 19

11
スポーツフェスティバル
①体育館　②プール

市民
①総合体育館

②プール
①10/13

②2026/2/1
①月祝
②日

2 1,880
①延1,705人
②延175人

12 多賀城スイーツウォーキング 市民 政庁跡周辺 11/9 日 1 481

13 多賀城さざんかミニマラソン

小学生
中学生

ファミリー
仮装

多賀城みずむすび
緑地公園東地区

12/7 日 1 95

小学生　延61人
中学生　延5人
ファミリー　延24人
仮装　　延5人

14 プロスポーツ体験・観戦 小学生 STEP 12/21 日 1 62 ベガルタ仙台サッカー教室

15 10，000人寒げい古 武道愛好者 総合体育館 2026/1/10 土 1 117

16
トライ！スポーツツアー
①フェンシング
②サップヨガ

①小学生以上
②成人

①総合体育館
②プール

①2026/3/14
②2026/3/7、

20、21

①土
②金祝・

土
4 31

①延18人
②延13人

17 健康・スポーツ相談室 中学生以上 総合体育館 4月～3月 - 67 69
測定　全31回延39人
アドバイス　全36回延30人

18 学校体育を克服！運動教室
①小学2年生
②小学1年生

総合体育館
①5/13～7/8

②10/7～11/25
火 16 188

①参加14人延87人
②参加17人延101人

19 指導者派遣 市民 市内 通年 － 74 1,536

4月　　7回　延120人
5月　11回　延169人
6月　15回　延252人
7月　　7回　延129人
8月　　3回　延42人
9月  　5回　延409人
10月　7回　延97人
11月　6回　延103人
12月　3回　延52人
1月　　4回　延72人
2月　　3回　延52人
3月　　3回　延39人

190 5,313

（）は人数に含めない

事業名 対象者 会場
実施日等 参加者

延人数

9
多賀城市民スポーツ大会
ソフトボール大会

中学生以上
中央公園

多賀城八幡小

合計

18歳以上6

備考

多賀城市民スポーツ大会
卓球大会

総合体育館
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概 況 

 令和７年度の自主事業は、年間を通して実施するスクール事業と、期間を決めて実施する 

教室型事業を含め２８事業を実施し、１，３７９回、延べ３０，６２９名の参加があった。 

 

区分 事業数 実施回数 延参加者数 

スクール事業 

体育館 １０ ３９６ ７，１６７ 

プール ６ ５７０ １７，２７５ 

テニス ３ ２３１ ３，７６０ 

市民対象事業 ９ １８２ ２，４２７ 

合計 ２８ １，３７９ ３０，６２９ 

 

 

スクール事業 

 計画をした事業すべて開催することができた。会員数は、横ばいで推移している。 

 

  スクール会員数（各年度３月３１日時点）       単位：人 

施設 令和７年度 令和６年度 前年比較 

体育館 ２１９ ２２６ △７ 

プール ４６６ ４６４ ２ 

テニス（SETP 含む） ８２ ６８ １４ 

合 計 ７６７ ７５８ ９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ スポーツ振興事業の総合自己評価報告   

   (社会体育事業以外)  
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自主事業（スクール事業）の実施概況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間 曜日 回数

キッズ水泳　月 幼児 プール 4月～3月 月 38 512

キッズ水泳　火 幼児 プール 4月～3月 火 38 883

キッズ水泳　土 幼児 プール 4月～3月 土 38 1,145

ジュニア水泳　月
小学生
中学生

プール 4月～3月 月 38 2,385

ジュニア水泳　火
小学生
中学生

プール 4月～3月 火 38 2,462

ジュニア水泳　木
小学生
中学生

プール 4月～3月 木 38 2,367

ジュニア水泳　金
小学生
中学生

プール 4月～3月 金 38 2,064

ジュニア水泳　土
小学生
中学生

プール 4月～3月 土 38 3,622

3 水中運動教室 65歳以上 プール 4月～3月 金 38 333

初心・中級者水泳　月 成人 プール 4月～3月 月 38 171 夜間実施

初心・中級者水泳　木 成人 プール 4月～3月 木 38 201

健康運動教室　月 成人 プール 4月～3月 月 38 323

健康運動教室　木 成人 プール 4月～3月 木 38 191

健康運動教室　金 成人 プール 4月～3月 金 38 351

6 アクアビクス 成人 プール 4月～3月 金 38 265

570 17,275

参加者
延人数

備考

合計

②　市民プール

事業名 対象者 会場
実施日等

1

2

4

5

期間 曜日 回数

1 ひまわり体操
幼児

小学生
総合体育館 4月～3月 金 40 837

2 トランポリン 幼児～大人 総合体育館 4月～3月 土 36 3,289

3 エアロビクス 成人 総合体育館 4月～3月 火 43 627

4 健康太極拳 成人 総合体育館 4月～3月 木 39 382

5 ヨガ 成人 総合体育館 4月～3月 火 39 509 夜間実施

6 ダイナミックエアロ 成人 総合体育館 4月～3月 火 39 444 夜間実施

7 ZUMBA 成人 総合体育館 4月～3月 木 40 323 夜間実施

8 季節の食養生ヨガ 成人 総合体育館 4月～3月 金 40 244 夜間実施

9 リカバーヨガ 成人 総合体育館 4月～3月 金 40 274 夜間実施

10 ZUMBA　GOLD 成人 総合体育館 4月～3月 土 40 238

396 7,167合計

①　総合体育館

事業名 対象者 会場
実施日等 参加者

延人数
備考
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短期事業 

おやこ deアスレチック（親子体操教室） 

 令和６年度に続き、２歳から６歳までの幼児と保護者対象の親子参加型事業として実施

した。実施回数を年１回から２回に増やすとともに、日曜日と祝日に設定することで、共働

きの子育て世代が参加しやすい環境を整えた。他事業では母親（女性）の参加割合が多い中、

本事業は父親（男性）の参加が目立っていたことは、働く世代への運動の促しや子育て支援

につながる成果と捉えている。 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツ吹矢交流会（太極拳愛好者交流事業） 

 健康太極拳スクールと当体育館利用サークルの美花の会（メイファの会）の会員交流と技

術向上を目的に開催した。両団体の指導者が同一であったことから実現した会で、スポーツ

吹矢で経験した「腹式呼吸」を今後の活動に活かしていくとともに、スポーツ吹矢をとおし

て太極拳会員の輪を広げられた。 

 

 

 

 

 

 

 

期間 曜日 回数

硬式テニス・ナイター（初心者） 成人 STEP 4月～3月 火 47 502 夜間実施

硬式テニス・ナイター
（初級・中級）

成人 STEP 4月～3月 木 47 745 夜間実施

94 1,247

備考

3

合計

④　STEP

事業名 対象者 会場
実施日等 参加者

延人数

期間 曜日 回数

1 ジュニアソフトテニス
小学生
中学生

テニスコート
総合体育館

4月～3月 木 45 991
夜間実施
12月～3月体育館

2 硬式テニス・デイ 成人 テニスコート 4月～3月 月・木 92 1,522

137 2,513

③　市民テニスコート

事業名 対象者 会場
実施日等 参加者

延人数
備考

合計
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自主事業（短期事業の実施概況） 

期間 曜日 回数

1 おやこふれあい教室
1歳児

と保護者
総合体育館

6/19、7/8、
11/15、22

火・土 1 4
6/19　参加2組
7/8 　中止
11/15、22　中止

2 スポーツてらこや
小学

２～6年生
総合体育館

ほか
9/20～1/24 土 6 66 参加14人

3 小学生短期水泳教室
小学1年生
～4年生

プール 7/24、25、26 木・金・土 3 74
7/24　参加26人
7/25　参加25人
7/26　参加23人

4 スポーツ吹矢交流会
太極拳スクー
ル会員　他

総合体育館 9/18 木 1 17

5 おやこdeアスレチック
2～6歳児
と保護者

総合体育館
2026/1/25
2026/2/11

日・水祝 2 120
1/25　参加62人
2/11　参加58人

6
短期運動教室
～チャレンジプログラム～

18歳以上 総合体育館
①6月～7月
②R8.2月

①木・金
②木・金
　土・日

12 76

①6/27、7/4、11　ﾋﾟﾗﾃｨｽ延34人
　 7/3、17、31　ヨガ　延17人
②2/1、21　初ZUMBA　参加11人
　 2/6、20　美尻ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ　参加6人
　 2/19、26　ｽﾎﾟｰﾂ吹矢　参加8人

7
トランポリン＆ソフトテニス体
験会

3歳～
小学生

総合体育館 2026/3/7 土 1 41

8 健康アップスポーツ教室 65歳以上 総合体育館 通年 金 24 93

9 指導者派遣 市民 市内ほか 通年 － 132 1,936

4月　 2回　延 30人
5月　 2回　延 28人
6月　 8回　延107人
7月　13回　延181人
8月　12回　延183人
9月　15回　延206人
10月　15回　延210人
11月　14回　延216人
12月　13回　延200人
1月　　10回　延132人
2月　　18回　延290人
3月　　10回　延153人

182 2,427

事業名 対象者 会場
実施日等 参加者

延人数
備考

合計
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 利用者に快適にご利用いただけるよう、日々の施設点検及び不具合が生じた場合の早期

対応に努めているものの、老朽化によりトイレ・シャワー等水回り関係の一部が長期に渡

り使用不可の状態にあったが、今年度において修繕を完了した。 

 引き続き日々の点検により、不具合の早期発見に努める。 

 クレーム対応については、受付担当者単独での対応はせず、各部門責任者及び管理

責任者が対応することを徹底している。 

 

 

 

（１） 情報誌の活用  

地域情報誌「スマイル」に掲載 

印刷部数：５０，０３０部 ＋ 申込専用チラシ１，０００枚 

配布方法：業者による情報誌配達エリア（仙塩・利府）へのポスティング、公共施 

設や病院、銀行、商業施設等への設置 

目  的：総合型地域スポーツクラブの目標である「多種目」「多世代」「多志向」

の特徴を含むスクール事業の紹介を掲載し、誰もが気軽に参加できる活 

動を紹介。 

成  果：当クラブの認知度の定着と、利用者の健康に対する意識向上に繋がった

ほか、楽しみながら運動することで、高齢者の孤立化防止に寄与した。 

 

（２） その他 

多賀城 NOW（広報誌）、ホームページのほか、Facebook、YouTube を活用し、事

業の様子を伝える情報提供に努めた。 

多賀城市が令和７年に運用を開始した避難誘導用 LED ビジョンにて、社会体育事

業の PR 動画を配信し、参加者募集に役立てることができた。 

 

 

１０ 広報活動実績報告 

  

９ 利用者サービスの取組実績報告  
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 指導者派遣事業は、社会体育事業で地域のスポーツ活動や運動の支援を目的にしている

ほか、自主事業では社会体育事業でカバーをしていない企業や団体等を対象とし指導者を

派遣している。定期利用をする団体が増えてきている一方、利用件数並びに参加人数は横ば

いとなっている。 

地域主体の活動を継続的に支援できる体制を整え、クラブが地域と深く関わりを持ち続

けることで、スポーツを通した健康づくりや地域コミュニティの活性化に寄与できるもの

と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 地域との連携実績報告 

    

R2 R3 R4 R5 R6 R7

回数 63 133 188 185 179 206

人数 698 1,676 2,667 3,738 3,501 3,472
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【社会体育・自主事業」派遣回数及び延べ参加者数の推移
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 クラブが主催して行う事業に、多賀城市スポーツ協会や多賀城市スポーツ少年団と連携

する事業を展開し、市民を対象とした事業実施時には、運営ボランティアとして人的協力を

得て、協調して取り組むことができた。 

各種事業に参画いただくことで、協会活動やスポーツ少年団活動を市民に広報するとと

もに、市民との交流から協会活動へ促せるような環境づくりをしている。 

 また、クラブが多賀城市スポーツ協会、多賀城市スポーツ少年団の事務局を担い、運営を

支えている。 

 

 

 

 

 

 

施設、設備の日常の安全点検は、毎日、クラブ職員が巡回し、目視により確認を行い、異

状や不具合箇所が確認された際は、その具体的な内容を自主点検チェックシートに記録、修

繕一覧表を作成している。 

 総合体育館、市民プールについては、消防法の規定により消防計画を策定し、緊急時のみ

ならず、日常的な予防措置と自主点検、検査方法を確認するとともに、クラブ職員により２

回の消防訓練を行った。 

また、ＡＥＤ点検マニュアルに基づき、定期的に操作訓練を行い、万が一の事態に備えて

いる。 

 屋外で機械を使用した維持管理業務を安全に遂行するため、施設管理グループ職員は取

扱者の講習を受講し基礎知識を学んだ上で、現場確認、計画の作成、全体ミーティングを実

施したのち、作業現場には安全係を配置する等、安全管理を徹底している。 

緊急時対応として、中小企業庁策定のチェックリストを活用した BCP（事業継続計画）

に基づき、自然災害やウイルス感染症の流行などが発生した際の事業の復旧・継続が速や

かにできる体制を強化している。 

 個人情報管理については、個人情報の含まれる USB保管は金庫保管としているほか、個人

で使用する PCは施錠保管するなど、情報漏洩の無いよう徹底を図っている。 

 

１３ 安全・危機管理実績報告   

 

１２ 団体支援実績報告 
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働き方改革が進められる中で、雇用形態を増やし柔軟な働き方を実現することで、働きや

すい職場環境づくりに取り組んできた。 

 また、クラブ職員の教育、研修については、次項のとおり、それぞれ担当する業務に係る

外部研修への派遣を通して必要な知識、技能を習得させるとともに、職員全員を対象とし情

報共有のための内部研修を実施し、特定非営利活動団体の職員及び公共施設従事者として

の心構え、対応の在り方を教育している。 

そのほか、職員個々が業務を遂行する中で、職場内教育にも積極的に取り組み、例えば統

括責任者が文書及び法令解釈を指導し、職員からは業務改善等の提案をうけることにより、

モチベーションの向上を図っている。 

 労務管理では、事務局の定数管理を適正に行うとともに、職員の事務分担を明確にし、事

務能率の改善を図るとともに業務の繁閑にあわせた柔軟な対応により、効率化を図ってい

る。 

人材の育成・確保の観点からも職員の所得水準の向上が課題となっており、多賀城市にお

ける他の指定管理事業者との格差是正をすべく規程等の見直しをしており、近年の急激な

物価高にも対応できる水準へと改善を図っている。 

また、多賀城市が令和４年３月に制定した「TAGA-BOSS 宣言」に賛同し、役職員が仕事 

と生活の調和を実践する職場風土の構築に努めている。 

研修受講一覧 

  対 象 研 修 名 

内部 全職員 
ハラスメント研修会 

ネットワーク研修会 

外部 

総務管理グループ 

NPO 会計監査＆財務諸表講座 

NPO のための生成 AI 講座 

甲種防火管理者講習 

防災防火教室 

事業運営グループ 

宮城県地域クラブ指導者研修会 

健康ゲーム指導士養成講座 

ニュースポーツの普及・研修会 

宮城県地域スポーツクラブ指導者研修会 

施設管理グループ 
危険物取扱者準備講習会 

防犯講習会 

１４ 人的マネジメント実績報告 
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財務管理ついては、月次決算として前々月分試算表を毎月 20 日までに作成し、正副理事

長のほか教育委員会生涯学習課長もオブザーバーとして出席する月次定例会にて、収益及

び費用の動きを説明し、収益を管理している。 

財務諸表については、「ＮＰＯ法人会計基準」に準じ、「収支計算書」を「活動計算書」と

改め、法律の求める規定に従い、作成している。 

「活動計算書」については、法人事業・社会体育事業・施設管理事業・その他受託事業の

４事業毎に作成し、各事業の進捗管理も併せてできる体制を整えている。 

特定非営利活動法人として、より多くの人たちからの理解と賛同を得るため、財務状況を

はじめとしたクラブの経営情報については、定款の定めに従いホームページ等必要な方法

により広く公開している。 

 また、指定管理事業を含む法人全体での収支について、平成３１年度（令和元年度）から

令和７年度までの７年間、連続して赤字計上していることから、抜本的な諸経費削減策が急

務となっており、業務再委託の際、業務内容の見直しにより契約額の上昇を抑えるなど、経

費削減に努めている。 

 

 

 

 

 

年度毎収支 （単位：円）

年　度 経常収入 経常支出
経常外収支

（精算金他）
差引金額

（税引前）
差引金額

（税引後）

H31 184,929,126 185,499,379 -48,509 -618,762 -642,253

R2 141,870,738 153,605,385 6,318,732 -5,415,915 -5,487,915

R3 167,214,262 176,929,294 7,455,932 -2,259,100 -2,331,100

R4 175,908,264 188,811,114 5,820,316 -7,082,534 -7,154,534

R5 197,047,119 208,909,379 11,699,465 -162,795 -234,795

R6 210,892,295 217,065,235 3,200,670 -2,972,270 -3,851,770

R7 212,959,195 215,380,268 -2,433,573 -4,854,646 -4,901,646

-23,366,022 -24,604,013H31～R7までの累計

７年連続正味財産減少

１５ 経営マネジメント実績報告 
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公共施設の指定管理者として、また、「特定非営利活動法人」として事務、事業を実施す

るにあたって、「特定非営利活動促進法」をはじめとし、公共施設の管理に関係する条例等

各種法令、指定管理者基本協定書、業務仕様書、年度協定書、更に社内規則・規程に定める

事項をクラブ職員に周知し、法令等遵守の徹底と関係法令等の改正があった場合には速や

かに社内規則・規程を改正し、整合を図っている。 

NPO 法における禁止事項である利益相反行為については、利害関係者（ステークホルダ

ー）との取引において、厳格な取扱いをしている。 

 令和５年１０月にスタートしたインボイス制度、令和６年１月にスタートした電子帳簿

保存法については、施行後２年以上が経過していることから、総務管理グループ内で税理士

と事務職員による勉強会を実施し、適正に管理されている。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定管理業務については、業務仕様書の規定に基づき、半年ごとに管理運営状況、修繕等

の状況について報告するとともに、法令遵守体制、経費の執行管理、サービス維持向上の取

組み、事業運営、施設の維持管理等について５段階で自己評価を実施している。 

また、令和８年２月１日から令和８年３月３１日までの間、指定管理施設利用者アンケー

ト調査を実施したところ５０７件の回答があり、利用料金について市民プール・市民テニス

コートの利用料金が「高い」「やや高い」との意見が「安い」「やや安い」を上回っているほ

か、「設備の使いやすさ」や「サービスの満足度」について、少数ではあるが老朽化に伴う

不満の回答が複数件あった。 

施設の利用頻度の設問では、「週２回～３回」と答えた利用者が一番多く、次に「週１回」

との回答が多く、全体の５０％を占めている。 

これは、当施設利用者の健康志向や運動習慣等、生活の一部となっている事を表す結果と

なった。 

 

１６ コンプライアンス実績報告 

   （法令遵守体制） 

１７ モニタリング・自己評価報告 
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令和７年度　体育施設利用者アンケート

利用者アンケート実施状況

回答数 割合
前年

回答数
前年比

総　 合　 体　 育　 館 417 82.2% 272 153.3%

市    民    プ   ー   ル 48 9.5% 115 41.7%

市 民 テ ニ ス コ ー ト 21 4.1% 65 32.3%

中央公園・多賀城公園 21 4.1% 25 84.0%

合　　　　　　計 507 100.0% 477 106.3%

Q1：年代について

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 未回答 合計

総　 合　 体　 育　 館 104 51 42 50 34 52 65 16 3 417

市    民    プ   ー   ル 8 1 4 7 9 6 9 3 1 48

市 民 テ ニ ス コ ー ト 8 2 0 1 1 4 5 0 0 21

多賀城公園・中央公園 0 10 2 3 1 2 3 0 0 21

合　　　　　　計 120 64 48 61 45 64 82 19 4 507

割　　　　　　合 23.7% 12.6% 9.5% 12.0% 8.9% 12.6% 16.2% 3.7% 0.8%

Q2：お住まいについて

多賀城市内 多賀城市外 未回答 合計

総　 合　 体　 育　 館 160 146 111 417

市    民    プ   ー   ル 24 7 17 48

市 民 テ ニ ス コ ー ト 6 10 5 21

多賀城公園・中央公園 13 8 0 21

合　　　　　　計 203 171 133 507

割　　　　　　合 40.0% 33.7% 26.2%

Q3：施設を利用する目的について

健康増進 運動不足解消 ストレス解消 美容と減量 仲間との交流 技術習得 その他 未回答 合計

総　 合　 体　 育　 館 70 89 12 5 114 73 52 2 417

市    民    プ   ー   ル 12 16 2 0 9 5 3 1 48

市 民 テ ニ ス コ ー ト 1 3 1 1 11 3 1 0 21

多賀城公園・中央公園 4 5 1 1 4 5 1 0 21

合　　　　　　計 87 113 16 7 138 86 57 3 507

割　　　　　　合 17.2% 22.3% 3.2% 1.4% 27.2% 17.0% 11.2% 0.6%

Q4：利用頻度について

週６以上 週４～５ 週２～３ 週１ 月２～３ 月１ 月１未満 初めて 未回答 合計

総　 合　 体　 育　 館 5 48 116 93 36 9 29 77 4 417

市    民    プ   ー   ル 0 0 9 18 8 3 4 4 2 48

市 民 テ ニ ス コ ー ト 0 0 8 7 6 0 0 0 0 21

多賀城公園・中央公園 1 0 1 3 6 7 2 1 0 21

合　　　　　　計 6 48 134 121 56 19 35 82 6 507

割　　　　　　合 1.2% 9.5% 26.4% 23.9% 11.0% 3.7% 6.9% 16.2% 1.2%
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Q5：利用料金について 

安い やや安い どちらともいえない やや高い 高い 未回答 合計

総　 合　 体　 育　 館 111 80 157 40 23 6 417

市    民    プ   ー   ル 9 9 7 11 11 1 48

市 民 テ ニ ス コ ー ト 3 1 6 9 2 0 21

多賀城公園・中央公園 7 8 5 1 0 0 21

合　　　　　　計 130 98 175 61 36 7 507

割　　　　　　合 25.6% 19.3% 34.5% 12.0% 7.1% 1.4%

Q6：施設設備の使いやすさについて   

非常に良い まあまあ どちらともいえない やや使いにくい 使いにくい 未回答 合計

総　 合　 体　 育　 館 86 210 76 34 7 4 417

市    民    プ   ー   ル 4 24 10 7 1 2 48

市 民 テ ニ ス コ ー ト 7 10 1 2 1 0 21

多賀城公園・中央公園 9 10 2 0 0 0 21

合　　　　　　計 106 254 89 43 9 6 507

割　　　　　　合 20.9% 50.1% 17.6% 8.5% 1.8% 1.2%

Q7：施設のサービスについて

非常に満足 満足 どちらともいえない やや不満 かなり不満 未回答 合計

総　 合　 体　 育　 館 91 216 73 29 6 2 417

市    民    プ   ー   ル 6 25 12 2 2 1 48

市 民 テ ニ ス コ ー ト 6 10 4 1 0 0 21

多賀城公園・中央公園 6 11 1 2 1 0 21

合　　　　　　計 109 262 90 34 9 3 507

割　　　　　　合 21.5% 51.7% 17.8% 6.7% 1.8% 0.6%

Q8：施設内職員の接し方について 

非常に満足 満足 どちらともいえない やや不満 かなり不満 未回答 合計

総　 合　 体　 育　 館 111 204 74 15 11 2 417

市    民    プ   ー   ル 13 25 6 0 2 2 48

市 民 テ ニ ス コ ー ト 8 9 3 1 0 0 21

多賀城公園・中央公園 9 8 4 0 0 0 21

合　　　　　　計 141 246 87 16 13 4 507

割　　　　　　合 27.8% 48.5% 17.2% 3.2% 2.6% 0.8%

Q9：Web予約システムについて

知っている 知っているが使用なし 知らない 未回答 合計

総　 合　 体　 育　 館 74 90 245 8 417

市    民    プ   ー   ル 2 9 34 3 48

市 民 テ ニ ス コ ー ト 8 11 2 0 21

多賀城公園・中央公園 5 8 7 1 21

合　　　　　　計 89 118 288 12 507

割　　　　　　合 17.6% 23.3% 56.8% 2.4%
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設問 集計結果概要 

利用頻度 
全施設で週２～３回を利用する方が一番多く２６.４％、次い

で週１回の利用者が２３.９％と、全体の過半数を占めている。 

利用料金 

「安い」「やや安い」の回答が４４.９％で、「高い」「やや高い」

との回答が１９．１％であった。 

 また、「どちらともいえない」という意見が３４．５％あった

が、利用料金は適正と判断する。 

施設設備の 

使いやすさ 

「非常に使いやすい」、「まあまあ使いやすい」の回答が７１．０％

と前年度と比較してほぼ横ばいであったが、１０．３％が使いに

くさを感じており、利用者目線での改善が必要である。。 

施設のサービス 

「非常に満足」、「まあまあ満足」の回答が７３．２％と前年度

同様に高い評価を得た。 

また、清掃については日々業務委託事業者により徹底されてお

り、清潔感のある施設維持管理に努めている。 

職員の対応 

「非常に満足」、「まあまあ満足」の回答が７６．３％と、前年

度比約５％低下しており、職員の窓口、電話対応について、マナ

ー研修等を実施し、丁寧な対応を心掛けていく。 

 

【結 果】 

 回答結果は、施設の老朽化に起因する不満があるものの、総じて良好な回答が多かった。

前年度とほぼ同数の回答であったが、正確なデータ収集のため、更に多くの回答が得られ

るよう、アンケート時期や期間を工夫し実施していく。 

Q10：(Q9)でWeb予約システムを知っていると答えた方のみ回答

非常に満足 満足 どちらともいえない やや不満 かなり不満 合計

総　 合　 体　 育　 館 10 47 35 6 3 101

市    民    プ   ー   ル 1 5 1 0 0 7

市 民 テ ニ ス コ ー ト 1 5 7 1 0 14

多賀城公園・中央公園 1 3 1 0 0 5

合　　　　　　計 13 60 44 7 3 127

割　　　　　　合 10.2% 47.2% 34.6% 5.5% 2.4%
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健康ストレッチ教室 

多賀城市（保健福祉部健康長寿課）からの委託に基づき、シルバーヘルスプラザ、山王、

大代両地区公民館、多賀城市文化センターで、６０歳以上の市民を対象として参加費無料で

実施した。 

シルバーヘルスプラザには空調設備がないため、夏季期間の７月から９月までは多賀城

市総合体育館で開催した。年間を通してみると、どこの会場も参加者数が増加しており、健

康に対する意識が高いことが伺える。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央公園駐車場等管理業務 

 中央公園無料サッカー場閉鎖に伴い、多目的グラウンド側駐車場エリアの管理業務を令

和７年度から受託。 

 主に駐車場付近の植え込み除草及び清掃の他、多目的グラウンドトイレの定期清掃を請

け負った。 

 

一般選挙に係る開票所設営等業務 

 令和７年度は、参院選、県知事選、衆院選と３回の選挙に係る開票所設営等業務を請け負

い、パート職員を含む５名体制で対応した。 

 

 

１８ その他受託事業の実績報告   
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学校施設開放の管理運営 

 多賀城市（教育委員会事務局生涯学習課）からの委託に基づき、市内小中学校全１０校の

屋内運動場、校庭などの予約管理、学校及び利用団体との連絡調整を行った。 

登録団体は前年同様の６８団体で、延べ利用者数は、９９，６３０人で前年度と比較し、

約２１，５００人増加している。 

団体数は利用団体の人員不足により、前年度比８団体減少している。 

利用者数の増加要因は、令和６年度まで小学校校庭の学校開放における利用者数の申請

がなされていなかったため、利用者数の把握をすることができなかったが、令和７年度に利

用者数の申請を厳正化し、正確な利用者数を申告いただいたことで、実態に則した利用者数

となっている。 

 

 

 

 

さんみらい多賀城イベントプラザ（STEP） 

 多賀城市地域コミュニティ課管轄の STEPについて、３年の業務委託契約期間が終了

し、令和８年度から第２期がスタートする。 

 令和５年度から令和７年度までの業務委託料は税込２９，７００千円（９，９００

千円×３年）であったが、宮城県最低賃金の上昇により、短時間勤務職員人件費に充

当する形となり、収益に寄与することができなかった。 

 令和８年度から令和１０年度までの契約は、税込４１，９１０千円となり、３年間

で約１２，０００千円増額となったことから、常勤職員が携わっている業務に係る人

件費についても計上できるものとなった。 
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（１）会員数（R8.3.31） 

  正 会 員 数 ７８人（前年度比＋１名） 

  賛助会員数 法人３４件（前年度比＋２社）  個人５人（前年度比△１名） 

活動会員数 ７４２人（前年度比＋２名） 

 

（２）総会 

通常総会（全１回）※正会員総数７７人（Ｒ７.５.３1 時点）場所：総合体育館 

開催日 出席数 決議事項       

令和７年 

６月１２日（木） 

 

６６人 

本人出席 ２４人 

議決権行使４１人 

委任状   １人 

令和６年度決算及び事業報告について 

令和７年度事業運営方針について 

令和７年度予算について 

任期満了に伴う役員の選任について 

 

（３）理事会（全３回）※理事総数１０人（Ｒ８.３.３１時点）場所：総合体育館 

回 開催日・出席数 報告・決議事項 

１ 

令和７年５月２８日（木） 

出席８人 

欠席２人 

令和６年度決算について 

令和６年度指定管理委託料の精算について 

令和７年度通常総会の開催について 

 

 

２ 

令和７年１２月８日（月） 

出席９人 

欠席 1 人 

令和７年度生涯スポーツ功労者表彰について 

令和７年度中間決算について 

公の施設の指定管理に係る監査（令和６年度分）について 

令和８年度利用料金の改定について 

指導者等の登録及び謝金等に関する規程改正について 

ネットワーク環境管理規程の制定・施行について 

 

３ 

 

令和８年３月２３日（月） 

出席９人 

欠席１人 

令和７年度決算見通しについて 

第６期（令和８年度～令和１２年度）事業計画について 

令和８年度スポーツ振興事業計画について 

令和８年度指定管理事業収支計画について 

個人情報保護規程の改正について 

給与規程の改正について 

短時間勤務職員就業規則の改正について 

 

 

 

１９ 組織運営に関する実績報告   
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（４）監査（全２回)  場所：総合体育館 

内部監査 監事２名による監査 

令和７年５月１５日（木） 

令和７年１１月１３日（木） 

 

（５）定例三役会 

（全９回)  場所：総合体育館 

 

（６）公の施設の指定管理に係る監査 

    令和７年１１月５日（水）多賀城市監査委員による監査が実施され、指摘事項は 

なく、法令及び市との協定に基づき適正に執行されていると認められた。 
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1.

57,652

2.

1.

令和７年度　貸借対照表

令和8年3月31日現在　

(単位：円)

科　　目 金　　額

特定非営利活動法人　多賀城市民スポーツクラブ

Ⅰ 資産の部

流動資産

流動資産合計 27,200,428

現金預金 21,810,351

未収入金 5,332,425

固定資産

(1)有形固定資産

     造作　　 1

     構築物 2

     什器備品 613,127

　　 有形固定資産計 613,130

(2)投資その他の資金

出資金 10,000

    投資その他の資産計 15,581,228

役職員退職積立金 15,571,228

固定資産合計 16,194,358

資産合計 43,394,786

Ⅱ 負債の部

流動負債

未払金 1,094,825

前受金 1,045,500

預り金 293,223

流動負債合計 14,714,748

14,714,748

Ⅲ 正味財産の部

  　前期繰越正味財産 33,581,684

  　当期正味財産増減額 △ 4,901,646

正味財産合計

前払費用

未払費用 12,281,200

28,680,038

負債及び正味財産合計 43,394,786

負債合計
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（単位：円）

科　　目 金　　額

Ⅰ　資産の部

　1　流動資産

　　 　　現金預金

　　　 　　現金　　             現金手許有高  797,342

　　　 　　普通預金　

　　　　 　　 杜の都信用金庫多賀城支店（法人入金用）  1,436,013

　　　　 　　 杜の都信用金庫多賀城支店（施設管理入金用）  3,115,269

　　　　 　　 杜の都信用金庫多賀城支店  1,001,004

　　　 　　   七十七銀行多賀城支店  5,893,019

　　　 　　   北日本銀行多賀城支店  1,567,704

　　　 　　定期預金

　　　　 　　 杜の都信用金庫多賀城支店  8,000,000

　　 　　未収入金　　

　　　　　　　健康ストレッチ教室業務委託料  1,917,850

　　　　　　　学校施設開放管理運営事業業務委託料  192,500

　　　　　　　中央公園グラウンド管理業務委託料  744,150

　　　　　　　さんみらい多賀城イベントプラザ管理運営業務委託料  2,475,000

　　　　　　　中央公園利用料１件  2,925

　　　　　前払費用

　　　　　　　令和８年度事業　食品衛生講習料  10,000

　　　　　　　エックスサーバー(株)　サーバー更新料  47,652

　　 　流　動　資　産　合　計  27,200,428

　2　固定資産

　（１）　有形固定資産

　　　 　　建物付属設備（体育館：コピー室間仕切り）  1

　　　 　　構築物（体育館：駐車場舗装工事）  1

　　　 　　構築物（体育館：駐車場区画整理工事）  1

　　　 　　什器備品

　　　　　　　体育館、プール、テニス：ＡＥＤ  1

　　　　　　　体育館：ＬＡＮ工事  1

　　　　　　　体育館：トランポリン、マット一式  613,124

　　　　　　　体育館、プール、テニス：ＡＩ検温モニタ３台  1

　（２）　投資その他の資産

　　　 　　杜の都信用金庫出資金  10,000

　　　　　 役職員退職積立金  15,571,228

　　 　　固　定　資　産　合　計  16,194,358

　　 　　資　産　合　計  43,394,786

令和７年度　財産目録

令和8年3月31日現在

特定非営利活動法人　多賀城市民スポーツクラブ
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Ⅱ　負債の部

　1　流動負債

　　 　　未払費用

　　　　　　　役員報酬　３月分  75,000

　　　　　　　職員給与　３月分  4,938,824

　　　　　　　スクール指導者謝金等　３月分  1,378,000

　　　　　　　(株)気仙沼商会　プール３月分重油代  506,000

　　　　　　　(株)辰巳商会　プール３月分重油代  638,000

　　　　　　　(有)橋沼燃料商会　プール３月分灯油代  68,904

　　　　　　　村上社会保険労務士事務所　３月分報酬料  38,500

　　　　　 　 （株）シー・エス・ビルサービス　３月分機械設備保守点検代  115,500

　　　　　　　(株) active body　３月分トレーニング室指導業務代  389,620

　　　　　　　セントラルスポーツ（株）　３月分プール管理監視業務代  2,120,250

　　　　　　　（株）ダストコントロールアズミ　３月分清掃業務代  759,770

　　　　　　　(株)藤原清掃　３月分ゴミ処理代  16,555

　　　　　　　同和興業(株)　３月分プール機械設備保守点検代  7,150

　　　　　　　(株)アリエージェンシー　３月分プール薬剤代  181,740

　　　　　　　３月分中央公園・公園野球場管理業務代（個人２名）  126,000

　　　　　　　東北電力(株)　３月分体育館電気代  389,059

　　　　　　　仙台市ガス局　３月分体育館ガス代  231,931

　　　　　　　（福）多賀城市社会福祉協議会　３月分テニスコート電気代  26,536

　　　　　　　多賀城市　３月分公園野球場電気代  58,915

　　　　　　　セコム(株)　３月分機械警備代  65,010

　　　　　　　コニカミノルタジャパン(株)　３月分コピー代  149,276

　　　　　　　宮城ケーブルテレビ(株)３月分プール緊急地震速報システム代  660

　　　　未払金

　　　　　　　(株)祐文堂　消耗品代  25,509

　　　　　　　(有)すずこう　消耗品代  4,736

　　　　　　　東陽防災設備(株)　消防用設備点検料  347,600

　　　　　　　(有)キーセンターカギハシ　修繕代  32,340

　　　　　　　浜田工業(株)　修繕代  40,700

　　　　　　　(有)加藤鉄工所　修繕代  121,880

　　　　　　　若林電気工事(株)　修繕代  509,300

　　　　　　　(有)イースト商事　修繕代  12,760

　　 　　前受金

　　　　　　　令和８年度活動会員会費等28件  924,500

　　　　　　　令和８年度自動販売機電気料１件  121,000

　　 　　預り金

　　　　　　　源泉所得税  189,423

　　　　　　　住民税  103,800

　　 　　流　動　負　債　合　計  14,714,748

　　 　　負　債　合　計  14,714,748

　　 　　正　味　財　産  28,680,038
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1.

2.

3.

4.

1.

212,004,015

その他経費計 139,919,236

負担金 28,200

支払手数料 177,707

備品購入費 315,986

研修費 106,374

事業費計

保険料 1,326,833

使用料 7,537,270

租税公課 7,532,200

水道光熱費 24,081,724

233,113

賃借料 5,099,596

諸会費 5,000

減価償却費

消耗品費 4,022,647

修繕費 2,901,354

燃料費 10,052,259

医薬材料費 1,122,320

通信運搬費 1,167,051

印刷製本費 812,287

旅費交通費 82,003

業務委託費 55,058,812

支払報酬料 1,452,000

諸謝金 16,804,500

人件費計 72,084,779

（2）その他経費

通勤費 859,950

福利厚生費 578,656

臨時雇賃金 21,190,118

法定福利費 6,944,277

（1）人件費

給料手当 42,511,778

Ⅱ 経常費用

事業費

雑収益 2,837,498 2,937,850

　　経常収益計 212,959,195

その他収益

受取利息 100,352

16,021,500 207,205,345

法人事業収益 25,458,850

社会体育事業収益 4,452,900

令和７年度　活動計算書

令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

賛助会員受取会費 375,000

受取会費

正会員受取会費 390,000

受取助成金等

受取補助金 50,000 50,000

特定非営利活動法人　多賀城市民スポーツクラブ

(単位：円)

科　　目 金　　額

Ⅰ 経常収益

活動会員受取会費 2,001,000 2,766,000

事業収益

施設管理事業収益 161,272,095

その他受託事業収益
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2.

 

Ⅲ経常外収益

経常外収益計

Ⅳ経常外費用

経常外費用計

税引前当期正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税

当期正味財産増減額

 

△ 4,854,646

47,000

254,500

次期繰越正味財産額 28,680,038

△ 4,901,646

前期繰越正味財産額 33,581,684

2,688,073

１．雑収益 254,500

　　経常費用計 215,380,268

当期経常増減額 △ 2,421,073

管理費計 3,376,253

その他経費計 1,643,969

支払手数料 357,075

新聞図書費 46,800

雑費 3,100

交際費 299,395

諸会費 39,400

使用料 4,150

租税公課 13,794

支払助成金 150,000

燃料費 40,986

消耗品費 44,161

324,060賃借料

会議費 195,603

諸謝金 58,000

通信運搬費 53,145

（2）その他経費

業務委託費 14,300

福利厚生費 598,284

人件費計 1,732,284

（1）人件費

役員報酬 900,000

退職給付費用 234,000

管理費

１．雑損失 2,688,073
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１．重要な会計方針

　　財務諸表の作成は、NPO法人会計基準（２０１０年７月２０日　２０１７年１２月１２日最終改正　ＮＰＯ法人会計基準協議会）によっています。

（１） 固定資産の減価償却の方法

有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定率法で償却をしています。

（２） 消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込経理方式によっています。

２．事業別損益の状況 (単位：円）

法人事業 社会体育事業 施設管理事業 その他受託事業 事業部門計 管理部門 合　　計

Ⅰ

１ 受取会費 0 0 0 0 0 2,766,000 2,766,000

２ 0 0 0 0 0 50,000 50,000

３ 事業収益 25,458,850 4,452,900 161,272,095 16,021,500 207,205,345 0 207,205,345

（うち指定管理料） （3,547,000） （125,275,000） （128,822,000） （128,822,000）

４ その他収益 18,200 0 2,311,038 0 2,329,238 608,612 2,937,850

　経常収益計 25,477,050 4,452,900 163,583,133 16,021,500 209,534,583 3,424,612 212,959,195

Ⅱ 経常費用

（１）

役員報酬 0 0 0 0 0 900,000 900,000

0 0 0 0 0 234,000 234,000

給料手当 1,692,722 1,959,537 36,636,669 2,222,850 42,511,778 0 42,511,778

0 0 12,395,238 8,794,880 21,190,118 0 21,190,118

180,916 120,611 6,341,223 301,527 6,944,277 0 6,944,277

通勤費 0 0 711,000 148,950 859,950 0 859,950

0 0 578,656 0 578,656 598,284 1,176,940

人件費計 1,873,638 2,080,148 56,662,786 11,468,207 72,084,779 1,732,284 73,817,063

（２）

430,980 274,887 53,472,619 880,326 55,058,812 14,300 55,073,112

14,635,000 1,092,500 0 1,077,000 16,804,500 58,000 16,862,500

支払報酬料 0 0 1,452,000 0 1,452,000 0 1,452,000

481,837 106,050 0 224,400 812,287 0 812,287

会議費 0 0 0 0 0 195,603 195,603

旅費交通費 40,543 38,460 0 3,000 82,003 0 82,003

医薬材料費 0 0 1,122,320 0 1,122,320 0 1,122,320

通信運搬費 334,206 45,220 787,625 0 1,167,051 53,145 1,220,196

消耗品費 368,169 928,988 2,264,258 461,232 4,022,647 44,161 4,066,808

修繕費 0 0 2,901,354 0 2,901,354 0 2,901,354

燃料費 0 17,587 10,003,098 31,574 10,052,259 40,986 10,093,245

0 0 24,081,724 0 24,081,724 0 24,081,724

賃借料 99,110 436,190 4,521,396 42,900 5,099,596 324,060 5,099,596

233,113 0 0 0 233,113 0 233,113

保険料 728,916 112,679 387,056 98,182 1,326,833 0 1,326,833

諸会費 3,000 2,000 0 0 5,000 39,400 44,400

使用料 7,268,670 244,000 0 24,600 7,537,270 4,150 7,541,420

租税公課 1,022,267 156,698 5,790,401 562,834 7,532,200 13,794 7,545,994

備品購入費 0 0 315,986 0 315,986 0 315,986

研修費 29,613 0 76,761 0 106,374 0 106,374

負担金 0 13,200 15,000 0 28,200 0 28,200

支払手数料 58,467 11,825 107,415 0 177,707 357,075 534,782

交際費 0 0 0 0 0 299,395 299,395

新聞図書費 0 0 0 0 0 46,800 46,800

支払助成金 0 0 0 0 0 150,000 150,000

0 0 0 0 0 3,100 3,100

25,733,891 3,480,284 107,299,013 3,406,048 139,919,236 1,643,969 141,563,205

27,607,529 5,560,432 163,961,799 14,874,255 212,004,015 3,376,253 215,380,268

1 0 0 254,500 0 254,500 0 254,500

0 0 254,500 0 254,500 0 254,500

1 0 0 2,688,073 0 2,688,073 0 2,688,073

0 0 2,688,073 0 2,688,073 0 2,688,073

△ 2,130,479 △ 1,107,532 △ 2,812,239 1,147,245 △ 4,903,005 48,359 △ 4,854,646

３．固定資産の増減内訳

固定資産の増減は以下の通りです。 (単位：円）

期首取得価額 取得 減少 期末取得価額減価償却累計額 期末帳簿価額

 建物附属設備（体育館：コピー室間仕切り） 1 0 0 1 0 1

 構築物（体育館：駐車場舗装工事） 1 0 0 1 0 1

 構築物（体育館：駐車場区画整理工事） 1 0 0 1 0 1

 器具及び備品(ＡＥＤ) 1 0 0 1 0 1

 器具及び備品(ＬＡＮ工事) 1 0 0 1 0 1

 トランポリン一式 766,404 0 0 766,404 153,280 613,124

 ＡＩ検温モニタ 79,834 0 0 79,834 79,833 1

846,243 0 0 846,243 233,113 613,130

４．役員及びその近親者との取引の内容

（事業費）

55,058,812 9,118,340

　　　　活動計算書計 55,058,812 9,118,340

（活動計算書）

　業務委託費

　　当期増減額

科　　目

有形固定資産

合　　計

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。（単位：円）

科   目
財務諸表に計
上された金額

内役員及び近
親者との取引

Ⅲ　　経常外収益

法人税等還付金

　経常外収益計

Ⅳ　　経常外費用

雑損失

　経常外費用計

印刷製本費

水道光熱費

減価償却費

雑費

その他経費計

　経常費用計

臨時雇賃金

法定福利費

福利厚生費

その他経費

業務委託費

諸謝金

令和７年度　財務諸表の注記

科　　目

経常収益

受取助成金等

人件費

退職給付費用
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